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◎内山勇．±井捷三郎ｂ林清志

【目的】

沿岸定線観測とスルメイカ漁場一斉調査を行い，日本海および富山湾の海況と漁況の関連を研

究するとともに，漁況・海況情報を正確かつ迅速に公表することにより，漁業経営の安定に資す

る。また日本海における漁況・海況情報事業に対して情報を提供する。

【方：法】

水産庁の定める「漁況海況予報事業実施指針｣および｢昭和６１年度日本海における漁海況情報

事業実施要領」（漁業情報サービスセンター）によって実施した。

【実施結果。

(1)沿岸定線観測

(2)スルメイカ漁場一斉調査
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【調査結果のとりまとめ】

調査結果資料は日本海区水産研究所へ送付し，日本海区水産研究所が結果をとりまとめた。な

お，海洋観測結果の内，水温値は別表のとおりである。
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【調査結果登載印刷物等】

昭和61年度海洋観測結果(昭和61年度富山県水産試験場業績集)

昭和61年度漁業資源評価並びに漁況海況長期予報会議資料. 1986年6月(昭和61年度富山

県水産試験場業績集).

日本海区水産研究所;昭和61年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料-1. 1986 

年6月.

昭和61年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報会議資料. 1986年10月{昭和61年度富山県

水産試験場業績集). 

日本海区水産研究所;昭和61年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料....;.，.11. 1986 

年10月.

内山 勇 (1987);富山県沿岸漁場におけるスルメイカ冬漁について.イカ類資源・漁海況検

討会議研究報告(昭和60年度)，日本海プロック試験研究集録. 53 -61. 

【男IJ 表】

昭和61年富山湾内17定点主要層別平均水温及び平年差

4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

61年 9.50 12.88 17.71 20.28 25.46 26.88 24.13 19.20 16.00 10.68 9.54 
表

平年 10.16 13.34 18.01 22.00 27.07 26.05 22.42 18.94 15.59 12.50 10.37 9.55 
面

差 -0.66 -0;46 -0.30 -1.72 -1.61 +0.83 +1.71 +0.26 +0.41 一 +0.31 -1.30 

61年 8.98 9.69 12.42 16.67 18.71 22.57 21. 74 19.53 16.26 11.40 10.07 
50 
平年 9.80 10.87 14.04 17.21 20.36 22.46 21.12 19.35 16.41 13.49 10.92 10.00 
m 
差 -0.82 -1.18 -1.62 -0.54 -1.65 +0.11 +臥62+0.18 -0.15 一 +0.48 +0.07 

61年 8.85 9.17 9.44 12.60 14.86 15.37 13.65 16.17 15.41 11.17 10.04 
100 
平年 9.66 10.10 11.42 13.47 14.65 15.63 14.89 16.37 15.80 13.38 10.81 9.92 
m 
差 -0.81 -0.93 -1.98 -0.87 +0.21 -0.26 -1.24 -0.20 -0.39 一 +0.36 +0.12 

61年 7.46 7.04 5.33 7.45 6.74 5.76 3.14 4.50 5.15 6.96 7.91 
200 
平年 7.33 7.42 7.61 7.64 6.11 5.39 4.70 5.14 6.04 6.92 6.57 7.05 
m 
差 +0.13 -0.38 -2.28 -0.19 +0.63 +0.37 -1.56 -0.64 -0.89 一 +0.39 +0.86 

※平均値は昭和28-52年の平均
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旬報概報

◎内山勇．±井捷三郎・林清志

【目的】

１．県内各地の漁痩量を調査し，また沿岸定線観測を実施し，「漁況旬報」及び「富山湾漁海況

概報」として公表し，関係各機関及び関係漁業者に漁海況情報を提供する。

２．パソコンを用い，漁海況情報の整理・累積を行い，あわせて解析手法の研究を行う。

[方法】

１．漁況収集及び情報提供

県内の主要な９漁業根拠地（氷見・新湊・四方・岩瀬・水橋・滑川・魚津・経田・黒部）に

調査員（別表）を配圃し，各地の漁業種類別漁痩量を毎日電話で聞き取り，旬１回の「漁況旬

報」，月１回の「富山湾漁海況概報」として関係各機関に配布した。

２．電算機利用

パソコンを用い，漁海況情報の処理・累積・解析手法の開発を行った。

【実施結果】

１．漁況収集および情報提供

前記の主要漁業根拠地から毎日電話で漁業種類別・魚種別の漁獲量を聞き取った。そして毎

旬「漁況旬報」を，毎月「富山湾漁海況概報」を発行し，関係各機関に配布した。発行状況お

よび配布先は下記のとおりである。

発行状況漁況旬報………昭和６１年４月上旬から昭和６２年３月下旬までの３６回

富山湾漁海況概報………昭和６１年４月から昭和６２年３月までの１２回

配布先

６
９
４
５
４

４
２
１
９

配布先

IＩ沿岸漁況観測事業

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

報道関係等

合計

2．沿岸定線観測

昭和６１年６月２日～４日，６月３０日～７月２日，８月４日～６日，９月１日～３日，１２月

２
０
９
５
６

１
５
１
１
９

３



２月２日～３日の６回延べ１７日間沿岸定線（二－７線）の海洋観測を実施した。１日～３日，２月２日～３日の６回延べ１７日間沿岸定線（』

結果の概要は漁況海況予報事業の項に掲賊した。

3．電算機利用

パソコンを用い，漁海況情報処理・資源解析等を行った。

【調査結果登載印刷物等】

漁況旬報（昭和６１年度富山湾漁況旬報）

富山湾漁海況概報（昭和６１年度富山湾漁海況概報）

【別表】

漁況報告依頼機関及び調査員

機 関

氷見販売漁業協同組合連合会

新湊漁業協同組合

四方漁業協同組合

岩瀬漁業協同組合

水橋漁業協同組合

滑川漁業協同組合

魚津漁業協同組合

経田漁業協同組合

黒部漁業協同組合

調査員

田上政光・宇波

尾山栄吉

広瀬昭男

米谷重義

寺松光雄

三谷むつ子

島崎博

後藤義昭

田中満

４

隆



128Ｅ、画OＥ132Ｅ134Ｅ

･４４Ｍ

128Ｅ、画OＥ132Ｅ134Ｅ

･４４Ｍ

･42Ｎ･42Ｎ

･4０１･4０１

38Ｎ38Ｎ

･36Ｍ･36Ｍ

す－す－

138Ｅ140Ｅ

〔

○海洋観測点

○主釣獲操業点
△副釣獲操業点

沿岸定線(ニー７線）

第１次スルメイカ漁場一斉調査定点図（６月）及び沿岸定線図

惚唾130Ｅ132Ｅ134Ｅ

･４４Ｎ

138Ｅ140Ｅ

･4２１１

4011

３８Ｎ

36Ｎ

す－

‘‘

漁場一斉調査定線
ｏ海洋観測点

○主釣渡操業点
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△副釣護操業点
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Ⅲ沖合漁場開発調査

1．深海性エビ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

【目的】

富山湾に生息する深海性エビ類の資源生物学的知見を収集し，資源維持及び保護対策の基礎資

料とするとともに，近年，ホッコクアカエビ，トヤマエピ等が本県の栽培対象種として，放流が

開始されつつあるところから，放流技術開発に関する資料に資する。

【方法】

１．試験操業

昭和６１年５，９月および６２年１月に，漁業指導調査船立山丸を用い，滑川市沖合海域の異

なる５水深帯（５０，，１００，，２００，，４００７，，６００ｍ）においてかご漁法によりエビ類の採

集を行い分布水深，分布密度等を調べた。

２．市場調査

滑川市場に水揚げされるトヤマエビ及びモロトケアカエビについて，種別に体長，体重，頭

胸甲長，雄雌，卵の性状，卵数等の精密測定を毎月１回行った。

【結果の概要】

１．試験操業

昭和６１年５月２６日～２９日に６回，６月１６日～２０日に３回，８月２０日～２７日に５回，

及び昭和６２年１月２０～２８日に５回の合計１９回，水深５０祝～1,1007ｍにおいて操業し，エ

ビ類を１６種以上採集したが，調査の対象となるホッコクアカエビ，トヤマエビ等有用エビ類

の漁穫は非常に少なかった。

２．市場調査

昭和６１年５月２２日から昭和６２年３月２７日までの間，毎月下旬をめどに合計１９回，滑川

市場に水揚げされたトヤマエピ及びモロトケアカエビを贈入し測定した。

採集年月日採集尾数等は表－１および表－２に示した。

６
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表－２トヤマエビの標本数表－１モロトゲアカエビの標本数

７

採集年月日採集尾数甲長(”)の範囲採集年月日採集尾数甲長(”)の範囲

合計５５０１５．４～３６．４

１９８６．５．２７７７
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１２．２５６７１６．０～３２．４

１９８７．１．２８２２１５．４～３１．７

３．２７４２１８．１～３４．９

本研究は，昭和６１年度から６３年度までの３カ年計画で実施する予定である。したがって，内

容の検討及び成果の詳細については最終年度に公表する予定である。

１１．４～５１．４合計６２０



2．サクラマス漁場調査

◎士井捷三郎．渡辺健
【目的】

富山湾に来遊するサクラマスの分布移動状況及び資源動向を明らかにするとともに，関係機関

が共同で実施する資源調査（日本海ます漁場一斉調査）と連携して県内関係漁船への漁況情報を

提供する。

【方法】

調査船立山丸（１５６トン）で，流し網の操業を行い，漁獲したサクラマスにアンカー型タグを

装着して放流し，その再捕の状況から移動経路を解析する。

調査にあたっては，水産庁の定める「日本海ます調査要綱」に基づき，海洋観測等を行った。

【結果の概要】

昭和６２年３月１６日から２４日までの間，富山湾内で延べ１１回操業し，サクラマス８７尾を漁

獲した。そのうち３３尾に標識を装着し，放流した。

昭和６２年１２月末までの再捕尾数は２尾で，その内訳は，富山湾内１尾，山形県沖１尾であっ

た。

操業の結果は日本海区水産研究所から関係者に情報として提供された。また，日本海区水産研

究所が日本海全体について最終とりまとめを行い総括報告した。

標識放流の結果については，別途サケマス増殖事業振興調査の報告としてとりまとめられる予

定である。

【調査結果登載印刷物等】

昭和６１年度日本海ます調査記録昭和６２年８月日本海区水産研究所
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3．日本海スルメイカ漁場調査

内山勇

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣漁業に対して，適確な漁海況情報を提供し，

漁業経営の安定と向上に寄与する。

【方法】

日本海スルメイカの漁期前（４月），初漁期（５月），盛漁期（７月）及び漁況海況予報調査

によるスルメイカー斉調査（６，９月）に釣獲試験及び水温，塩分観測を実施し，得られた調査

結果の情報を富山県のスルメイカ船団及び関係機関に提供した。

【実施結果】

(1)釣獲調査

調査年月日調査項目使用船舶調査点釣獲尾数備 考

61.4.19～2４水温塩分,釣獲試験立山丸２０点２５０尾

５．７～１２〃〃１８１８７

６．５～１３〃〃２３１，７０６

７．４～１０〃〃１０１，５２６

９．４～１２〃〃３２７，０９５

一斉調査と同時実施

共同運航による一斉調査

一斉調査と同時実施

(2)情報の提供

調査実施中には逐次調査結果を，富山県のスルメイカ船団である新湊船団及び新川船団に，

無線により通報した。また帰港後，調査結果概要速報を各関係機関に送付した。

【調査結果登載印刷物等】

昭和６１年度日本海スルメイカ漁場調査結果（昭和６１年度富山県水産試験場業績集）
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W 富山湾固有種生態調査

1. カマス生態調査

。林清志・土井捷三郎・内山 勇

【目的】

富山湾におけるアカカマスの生活史等を明らかにするために時期別に調査した。

【方法】

1. 仔魚分布調査

1986年6-9月に月 1回，富山清東部の7定点(図1)において， 80 C1lLリングネット (N

GG 54 )による 20分間の表層水平曳(船速約2ノット)を実施した。また， St.7では， 1986 

年7-9月にMTDネット (NGG54)によるO.10. 20. 30. 50. 75.100及び150m層の

30分間の水平曳を実施した。採集物は約5%海水ホルマリ γで固定して実験室に持ち帰り，

アカカマス仔魚の選別同定を行った。

2. 稚魚分布調査

1986年 6-10月に月 1回，富山県黒部市石田浜(図-1)において，地曳網によりアカカ

マス稚魚を採集し，尾叉長及び体重を測定した。使用した地曳網の目合は袖網が7節及び12

節，袋網が24節で，魚捕部はそジ網であった。

3. 標識放流調査

1986年 10-11月に富山県魚津市経団沖の定置網で漁獲されたアカカマスを生貨に入れた

後，海上で活力のある魚体を選別し，標識(アンカー型タッグ)を付けて放流した。

【結果の概要】

1. 仔魚分布調査

1986年6月18日 7月18日 8月18日及び9月19日に80C1lL リングネット並びにMT

Dネットによる採集調査を実施したが，アカカマスの仔魚は採集できなかった。

2. 稚魚分布調査

測定したアカカマスの尾叉長及び体重は表ー 1のとおりであった。

3. 標識放流調査

1986年 10月21日に 53尾 11月10日に45尾の計98尾の標識カマスを放流したが，再

捕報告はなかった。
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2. 日本海におけるホタルイカの資源利用研究

。林清志・川崎賢一・若林洋・土井健三郎・内山 勇

【目的】

日本海におけるホタルイカ資源の系群を明らかにし，資源生物学的知見を基にした資源診断を行う。

【方法】

1. 生物測定調査

1986年3-7月に兵庫県，京都府，福井県，石川県， 富山県及び新潟県の各府見地先海域

で漁獲されたホタルイカの外套背長，体重，生殖腺重量，てん卵腺長，てん卵腺重量，肝臓重

量，外套諜重量及び胃重量を測定した。

2. アイソザイム解析

1986年5月に上記の各府県地先海践で漁獲されたホタルイカの眼球及び外套膜について，

LDH， 1 DH， MDH及び6-PGDの4種の酵素分析を行った。各アイソザイムは表-1に

示すように，それぞれ特異的に染色する活性染色を行い，アイソザイムの表現型を確認した。

遺伝子頻度は，これらの表現型から直接統計処理して求めた。

表-1 各醇素の染色液およひ電気泳動に用いた緩衝液の種類

組織 緩衝液 染色液組成

L D H 
外眼套膜球

C-APM DW 40 cc 
C-APE 0.2M Tris pH 8.7 50 cc 

M-PMS 0.75 cc 
N-BT 1. 50 cc 
NAD 3.00 cc 
乳酸ナトりウム(70 % ) 1 cc 

MDH  外套膜 C-APM DW 40 cc 
C-APE 0.2M Tris pH 8.7 50 cc 

M-PMS 0.75 cc 
N-BT 1.50 cc 
NAD 3.00 cc 
りンゴ酸ナトリウム 350 tt19 

1 D H 外套膜 C-APM DW 40 cc 
C-APE 0.2M Tris pH8.0 50 cc 

M-PMS 0.75 cc 
N-BT 1.50 cc 
NADP 20 ntg 
イソクエン酸ナトリウム 35111g 
1M MgC12 1 cc 

6PGD 眼球 C-APM DW 40 cc 
外套膜 C-APE 0.2M Tris pH8.0 50 cc 

M-PMS 0.75 cc 
N-BT or MTT 1.50 cc 
NADP 1011lg 
6PGD 15 tt19 

-1 2-



3. 産卵調査

1986年4-6月に月 1回，富山湾の図-1に示した定点において， 80cm!Jγグネットを用

いて水深150mからの鉛直曳を行った。 採集物は約5%の海水ホルマリンで固定して実験室

に持ち帰り，ホタルイカ卵の選別及び計数を行った。

4: 成体分布調査

1986年10-12月に月 1回，富山湾の図ー1に示した定点において，アイザッグス・キッド

ネットによる中層曳を行った。

図-1 ホタルイカ産卵調査点(・)及び成体・稚仔分布調査点(肯)

5. 稚仔分布調査

1986年10-3月に月 1回，上記(図-1)の定点において， MTDネットによる 0，25， 50， 

7 5， 1 00， 1 5 0， 2 0 0及び300m庖の30分間の水平曳を行った。採集物は約5%海水ホル

マリ γで固定して実験室に持ち帰り，ホタルイカ稚仔の選別，計数及び計測を行った。

【結果の概罰

1. 生物測定調査
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（１）富山県における測定結果

外套背長は３月中旬が最も小さく，その後，５月下旬まで徐々に大きくなり，６月上旬に

小さなものが混じり，その後，再び大きくなっていた。体重も同じ傾向を示した。生殖腺重

量は５月下旬まで徐々に増加し，６月上旬以降減少する傾向があった。

（２）富山県における漁業種類別の測定結果

定腫網と底びき網で漁獲されたものを比較した結果，外套背長には差がなかったが，体重

及び生殖腺重量に差が染られ，後者の方が大きかった。このことは産卵前の個体は海底付近

におり，産卵中のものは定置網漁場付近にいることを示唆するものと考えられた。

（３）各府県から送られたアイソザイム解析用凍結標本の測定結果

外套背長，体重及び生殖腺重量などすべての点で，石川以北が大きく，福井以南で小さい

傾向があった。生殖腺重量指数（ＧＷ／ＭＬ３×１０６）は，富山以外ではバラツキが大きかっ

たが，平均値に大きな差はなかった。

（４）各県の測定結果

外套背長は，兵庫のものは時期を追って増大したが，福井では４月下旬と５月上旬がやや

大きかった。同時期における両県と富山のホタルイカの外套背長とを比較すると，いずれよ

りも富山の方が大きかった。体重は，福井では４月中旬のものだけが大きく，他は大差なか

ったが，兵庫は時期を追って大きくなる傾向があった。体重についても他県と比較すると，

外套背長と同様にいずれも富山の方が大きかった。生殖腺重量指数は，福井では富山に比べ

値のバラツキが大きく，富山の底びきのものに似ていた。

（５）ホルマリン固定による外套背長及び体重の変化

富山県で漁獲されたホタルイカを５％及び１０％濃度のホルマリンで固定し，７１日後まで

８回の測定を行いホルマリン固定の影響を調べたが，５％及び１０％濃度とも外套背長には

大きな変化を与えなかった。体重は５％及び１０％濃度とも固定後５日目で増大し，３１日目

でやや減少し，その後の変化は少なかった。

2．アイソザイム解析

６－ＰＧＤの分析では明瞭な結果を得ることができなかったが，電気泳動及び染色の過程

に問題があったと考えられた。残りの３種のアイソザイムには，いずれも遺伝的多型が認めら

れたが，ＬＤＨを除いて遺伝子頻度に統計的に有意な差は認められなかった。眼球のＬＤＨア

イソザイムについて，各府県毎に遺伝子頻度を求め，その差を検定したところ，石川以南のも

のと富山以北のものとに二分される結果が得られた。しかしながら本実験は５月に採集された

各集団の眼球ＬＤＨアイソザイムのみを比較した結果であるので，今後，ホタルイカの漁獲期

間をとおして分析を行い，他のアイソザイムについても検討する必要があると考えられる。

3．産卵調査

ホタルイカ卵は，４月には湾奥部から新潟県寄りの沿岸域，魚津沖，宮崎沖，糸魚川沖など

の定点で多く採集され，特に糸魚川沖の定点では多かった。５月になると４月よりも出現する
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範囲が広がり，能登半島内浦の沿岸域から湾奥部そして新潟県寄りの沿岸域で出現し，佐渡島

寄りの沖合の定点でも出現した。６月に入ると５月に拡大した出現域は狭まり，沿岸域に限定

された。

4．成体及び稚仔分布調査

１０～１２月にかけて実施したアイザックス・キッドネットによる中層曳では，ホタルイカは

採集されなかった。また，ＭＴＤネットによる稚仔採集サンプルについては，現在，査定中で

ある。

【調査結果登載印刷物等】

な し
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１２，２３６

１．２００カイリ水域内漁業資源委託調査

◎辻谷三郎．松坂常弘
【目的】

我が国２００カイリ漁業水域における漁業資源を科学的根拠に基づいて評価し,漁獲許容量等を

推計するために必要な資料を整備する。

【方法】

２００カイリ水域内漁業資源総合調査昭和６１年度実施要綱に基づき次の３項目について調査を

実施した。

（１）生物測定調査

（２）標本船操業実態調査

（３）漁獲成績調査

【実施結果】

（１）生物測定調査

(2)標本船操業実態調査

魚種 測定回数測定総尾数

統
統
統
隻

ケ
ケ
ケ

２
１
１
３

マイワシ

カタクチイワシ

ウルメイワシ

マ－ザバ

マアジ

ブリ類

スルメイカ

計

回
０
６
９
２
５
６
６
５

４
６
２
５
４
４
３
６１

2,472尾

４，４５３

１，５１２

２，６０１

２，４２３

１，６２５

１，６１４

－１６－

Ｖ２００カイリ水域内漁業資源委託調査

ブリ定置漁業

イワシ定置漁業

その他の敷網漁業

スルメイカー本釣漁業

６１年９月～６２年２月

61年４月～８月

61年９月～６２年３月

61年５月～62年２月

備 考漁業種類統数又は隻数期間

氷見漁民合同及び高峯定置網組合

氷見漁民合同組合

八そう張網実行組合有磯組

駕&糊'38千代丸(9t）



(3) 漁獲成績調査(県水産漁港課調)

漁業種類 統数叉は隻数 期 問 備考

その他の敷網漁業 5.ク統 61年4月. 9月-62年3月 八そう張網

いか釣漁業(沖合) 15隻 61年4月.......62年3月

。 (沿岸) 49隻 61年4月-62年3月

沖合底びき網漁業 6隻 61年4月.......6月.9月.......62年3月

小型機底びき網漁業 40隻 61年4月-6月.10月-62年3月

ベにずわし、かにかご漁業 55隻 61年4月-5月.11月一62年3月

【調査結果のとりまとめ】

調査結果については調査要綱の様式に従い，日本海区水産研究所に報告し，同研究所が取り

まとめた。

【調査結果登載印刷物等】

昭和61年度200カイリ水域内漁業資源調査結果資料編(日本海区水産研究所編)

昭和61年度漁業資源評価並びに漁海況長期予報会議資料(昭和61年度富山県水産試験場業績集)
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０
０

◎林清志．土井捷三郎．内山勇
【目的】

日本海に生息する多痩性浮魚類（アジ・サバ・イワシ類・スルメイカ等）の卵稚仔の分布につ

いて定期的に調査し，資源変動を予測するための基礎資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「卵稚仔・魚群分布精密調査指針」に基づき実施した。

【実施結果】

沿岸定線観測

０
０

調査年月日調査員 観測項目使用船舶備考

０
０

４浜岡繁雄水温，塩分，プランクトン

２土井捷三郎〃

２林清志〃
６土井捷三郎〃

３林清志水温，塩分

立山丸
"

〃

ハタ

”

二－７線
〃

〃

”

〃

26点
〃

11点

20点

１７点

６１．４．２～４．

４．３０～５．

９．３０～１０．

１１．４～１１．

６２．３．２～３．

０

卵稚仔月別・魚種別出現個体数

３

魚種月 １１１０５４ ６

０

シ畿
０
０

０
０

０
０

０
０

1１

１
マイワ

ホタルイカ

モドキ科

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ晶
７２

１

６
２

０
１

０
０

０
０

６
０

ウル〆イ'シ鶴

2．魚卯稚仔量調査委託事業

０
０

ｷｭｩﾘｪﾝ鶴

０
０

2８

５０

０
４

スル〆イカ錫５

二－7線26点ニー7線26点二－7線26点二－7線10点二一7線20点
（Stも5,26～34欠測）

1６３

５

０

【調査結果登載印刷物等】

「昭和６１年度卵稚仔調査結果」日本海区水産研究所編．

「日本海および九州近海におけるスルメイカ稚仔分布調査報告」（昭和６１年度卵稚仔基本調

査結果）日本海区水産研究所（１９８７)．

－１８－
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Ⅵ富山湾奥海域深海生物調査

ベニズワイの生態と資源に関する研究

土井捷三郎

【目的】

富山湾のベニズワイ資源の現状を調査し，また資源生物学的知見の収集を行って，これらの知

見に基づいた適切な資源管理技術を確立する。

[方法】

(1)かごなわ漁法を用いた漁痩試験を７月（禁漁期）及び１２月（盛漁期）に行なって同様な方

法で実施された過去の資料との対比を試承る。

(2)漁業者からの聞き取り，文献及び操業日誌の調査を行なって，漁業及び漁場の変遷さら

らに現在の漁痩状況の解明を試ゑる。

【結果の概要】

（１）ベニズワイの漁痩は１９４２年に始まり，漁狸量は１９５７年から１００トン台，１９６３年から

は1,000トン台と伸びたが，１９６６年の1,890トンをピークに減少に転じ,近年は800～900

トン台で推移している。

(2)漁痩量の最も多い１９６６年には，許可隻数６７隻，操業隻数６３隻と最大となったが，その

後は漁船のトン数制限，資源の減少あるいは漁場が遠くなったこと等により経営不振となり，

１９８６年には操業隻数は２４隻に減少した。

(3)漁場は湾奥，湾口，湾外，沖合へと順次拡大し，１９６９年には大和堆まで拡がった。しかし，

他県船の操業や漁業規制の強化あるいは１９７７年からの２００カイリ規制等で，近年の漁場は

湾内と石川県沖合が主となっている。

(4)富山湾の水深５００ｍ以深におけるペニズワイの漁獲対象初期資源量は操業日誌に基づいて，

Deluryの式によって解析した結果２８３万尾と推定された。

(5)ベニズワイ雄の身入りの状態を甲幅（Ｌ”）と体重(Ｗ９）の関係で見た場合，１９８６年では

次式で表わされ，１９７２年と比較し，良好であった。

Ｗ＝１．８１０６×１０－４．Ｌ３．１３２５

(6)１９８６年における調査では，１かご当り漁獲尾数は9.9尾で，１９６４年及び１９６９年並の水

準で，平均甲幅は１１０麺で，１９６０年代の水準にあった。

(7)日本海西部海域に比べ富山湾のペニズワイ資源は，１９６２年頃から低い水準で推移している

ものの，１９８６年の水準は１９７０年頃より高く１９６２年と同じ程度の水準であった。

【調査結果登載印刷物等】

日本海産重要かに類の資源と生態に関する研究昭和６１年度地域重要新技術開発促進事業報

告書昭和６２年３月鳥取，島根及び富山県水産試験場

－１９－



Ⅶ栽培漁業開発試験

1．さけ。ます増殖調査

◎渡辺健・若林洋
【目的】

効率的なサケ資源の増大を図るためにサケ増殖事業の実態を把握し，増殖技術の改善・指導を

図り，回帰率の向上を図るための調査を実施する。

また，サケ回帰親魚の生物統計調査，回遊経路調査を行い，合理的な資源管理を行うための知

見を集積する。

【調査方法】

１．回帰率向上調査

降海後のサケ稚魚の生息環境を把握するために,.湾内沿岸水域３定点において，水温を測定

するとともに＃６０ネットによるプランクトン採集を行い現存量を測定した。

２．増殖環境調査

回帰率の向上を図るために，ふ化飼育技術の改善によって健苗を育成し，放流することを目

的として，県内各ふ化場の実態を調査した。

３．親魚回遊経路調査

（１）標識放流調査

ア．サケ親魚バイオテレメトリー調査

サケ回遊親魚の沿岸域における回遊経路及び遊泳行動を把握するために，定澄網で捕痩

された親魚に発信機を装着して放流し，漁業指導調査船「立山丸」で追跡調査を行った。

イ．サクラマス親魚標識放流

富山湾に来遊するサクラマス親魚の回遊経路を把握するために，富山湾内において「立

山丸」で流し網による試験操業を行い，捕痩されたサクラマス親魚に標識をつけて放流し

た。

②年令組成等調査

サケ資源の本県への回帰状況を把握し，来遊予報の精度を向上させるために，県内主要７

河川に遡上したサケ親魚の魚体測定及び鱗による年令査定を行った。

【結果の概要】

１．回帰率向上調査

湾内沿岸水域の表面水温がサケ稚魚の離岸完了の指標水温とされる１５℃に到達したのは，

平年並みの５月中旬であった。

－２０－



また，春期の沿岸におけるプランクトンの湿重量は，３月中旬240.4,9／㎡（３定点平均値，

以下同じ）４月中旬100.8m，／㎡，４月下旬223.6,嘘／㎡，５月上旬127.9,,／㎡であった。

2．増殖環境調査

（１）親魚の捕獲および蓄養状況

主要７河川のうち，５河川にヤナが設置されているが，ヤナよりも投網による親魚の捕痩

割合が高かった。また，成熟の進んでいない親魚が，捕獲時の外傷によって,採卵前に死亡す

る例が多かった。蓄養は，ほとんどのふ化場が飼育池と兼用で行っていたが，１ケ所の承が

河川内網生賓方式で行っていた。

（２）稚魚飼育管理状況

卵の管理及び浮上前の稚魚の管理は十分に注意が払われていたが，飼育池での稚魚の収容

密度は，ほとんどのふ化場が飼育基翠の１万尾／㎡を超え，過密状態であった。

（３）水質

各ふ化場は水量や水温を考慮して，地下水と河川水を混合して飼育水に使用している。水

質は，県の指導基準値をほぼ満たしていたが，地下水の使用比率の高いふ化場では，ＤＯが

低めであった。また，河川水を導入しているふ化場では，ろ過設備が不十分で，降雨時の濁

りが多かった。

（４）魚延病

飼育水量不足から原虫病が発生したふ化場があったが，ホルマリン浴を行うことにより減

耗を約１０冊程度に止めることができた。

3．親魚回遊経路調査

（１）標識放流調査

ア．サケ親魚バイオテレメトリー調査

昭和６１年１０月３０日，１１月１２日及び１２月８日の３回，計５尾の親魚を使用して

追跡調査を実施した。５尾のうち３尾は河川遡上まで追跡することができた。供試魚は，

すべての成熟が進んでいる雌で，河川遡上までの経過時間は5～２４時間であった。また，

それらは，河口域に滞留することなく直ちに河川に遡上した。

イ．サクラマス親魚標識放流

昭和６１年３月１６日から２４日にかけて，表－１に示す位置において，「立山丸」によ

る流し網で捕痩されたサクラマス親魚３３尾にアンカータグ（チューブ付き）標識を装着

し放流した。

このうち２尾が，湾内で再捕された（表－２）。

②年令組成等調査

本県における昭和６１年度のサケ親魚捕獲尾数は，49,274尾（対前年比１１１筋)で，これ

は昭和５９年度に次ぐ史上第２位の捕獲尾数であった。このうち，河川内捕痩が２６，２７３尾

（５３．３９６），沿岸漁痩が２３，２５１尾（４６．７冊）であった。

－２１－
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表－１サクラマス標識放流位置
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３３．１９

４３．２０

５３．２３

６３．２４

７３．２４

位 置 放流尾数

（尾）
備考回次放流日

表－２サクラマス標識放流魚再捕結果
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流し網山形水試

定置網石川水試
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１３７１７．

◎
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◎
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河川遡上した親魚のうち，１，７９８尾について，魚体測定及び鱗による年令査定を行った

結果，各調査河川とも３年魚の占める割合が高かったので，次年度は４年魚の来遊量の増加

が期待される。

－２２－

2尾再捕

１６２．４．３Ｎ３８ｏ１０′Ｅ１３７ｏ４５′

２４．９石川県珠洲市地先（蛸島漁協）

再捕日 考再捕場所



2．降海性ます類増殖調査

◎若林洋・渡辺健
【目的】

サクラマススモルト幼魚を育成し，標識放流を行うとともに河川・沿岸域におけるサクラマス

の生態，本県の自然環境条件及び漁獲実態を明らかにすることによって，高品質で高価値のサク

ラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積する。

【調査項目及び方法】

さけ。ます増殖振興事業実施要項に準じて，次の調査を実施した。

１．育成事業

サクラマス稚魚を約１カ年飼育してスモルト稚魚を育成し，鰭切除等による標識を施し，神

通川に放流する。

２．漁痩・増殖実態調査

１）漁獲実態調査

沿岸及び神通川で漁狸されるサクラマスの漁痩実態を調査する。

３．沿岸・河川調査

１）沿岸・河川水域環境調査

沿岸及び神通川の水温等の調査を行う。

２）放流幼魚の追跡調査

標識放流幼魚の降海後の追跡調査を行う。

３）河川遡上実態調査

神通川に遡上する親魚の実態調査を行う。

４．飼育環境調査

１）育成状況調査

サクラマス稚魚の飼育期間中の成長やスモルト状況等を調査する。

２）魚病対策調査

サクラマス稚魚の飼育期間中の魚病の発生を未然に防ぐための対策を立てる。

【調査結果の概要】

１．育成事業

神通川遡上親魚から採卵・ふ化した稚魚１５万尾を飼育し，翌年２月に標識を施した後，９

万７千尾を神通川に放流した（表－１）。

表－１神通川ふ化場におけるサクラマス育成事業結果

飼育開始時
尾数(千尾）

減耗尾数
（千尾） 需鴻翻層放流月日標識部位

61年度１５０ ５３６４．７９７

－２３－

Ｓ６２．２．７～１４

及び３．１１

１０千尾は黄色アンカータグ

８７千尾は脂ビレ及び左

胸ピレ切除



－２４－

表－２富山湾沿岸域における定置網によるサクラマスの旬別漁獲割合

2．漁痩・養殖実態調査

１）漁獲実態調査

富山県沿岸の定置網におけるサクラマスの漁獲量は２０，６１２k9で,漁痩盛期は２月下旬か

ら３月下旬，そのピークは３月上旬であった（表－２）。

神通川におけるサクラマス親魚の漁獲量は５，５０４k9で,漁獲のピークは５月下旬であった

（表－３）。

図－１四方地先の定置網によって採捕された

サクラマス降海幼魚の旬別割合

総漁獲量１月２月３月４月５月６月

（k9）下上中下上中下上中下上中下上中下 ｊ

計
拓く

５
〔
月

４
【
月

下

６１年２
月
３
月

，旬く上
－
６
月

■■

61年２０，６１２０．１２．９１２６５０３１６．６９．２１．０１．５２．１１.３１．４０．６０．１０．１０．１１００．０

上中下上中下上中下

表－３神通川におけるサクラマスの旬別漁獲比（回遊親魚）

３月

また，塩分は，４．４脇～３３．３

7月4月 5月 ６月

上中下上中下上中下上中下上中下

調査尾数２月
一

（尾）中下 ｊ

計
弼く

3．沿岸・河川調査

１）沿岸河川水域環境調査

富山湾沿岸域における水温は，６．４℃～１

％であった。

４０神通川中流域付近の周年水温は，

３．７℃～１９．０℃の範囲にあった。割

２）放流幼魚の追跡調査２０

降海幼魚の沿津域出現時期は,‘宴）
月上旬から５月上旬にかけてであっ

た（図－１）。また，標識魚は，４

月中旬に神通川河口付近の定置網で６１年

再捕された。

３）河川遡上実態調査
圏

神通川で漁獲されたサクラマス親

6.4℃～１８．５℃であった。

Ｎ＝５９

61年３０７１．０１．０２．０１．０２．９４．６２．０６．２６．８６.８２１５１２４１６３１１．１１．０２．６１．０１００



魚の大きさ，雌雄比は，表－４のとおりであった。また，生殖膜重景指数の推移は，表－５

のとおりであった。

表－４神通川で漁獲されたサクラマス回帰親魚の大きさ

尾叉長(cwl） 体重(k9）

最小～最大平均最小～最大平均

雌雄比

９：６

調査尾数

（尾）

61年３７．０～７４．０５９．１００．７～５．８３．２０８９:１１３０７

表－５神通川におけるｻｸﾗマス回帰雌親魚の生殖腺重量指数の推移（平均）

４月５月６月７月８月９月１０月

０．７３

６１年
（８）

１．３４

(4)

２．６４

(7)

６．４０

(4)

９．９２
●

(5)

１３．８６

（６）

２１．７７

（10リ

4．飼育環境調査

１）育成状況調査

飼育期間中の飼育池の水温は，４．２℃～20.0℃の範囲にあった。

飼育期間中の成長状況は，表－６のとおりであった。

２）魚病対策調査

飼育期間に発生した魚病は，細菌性鯛病，セッソウ病であった（表－７）。魚病予防対策

として，卵のイソジン消毒，アルコール，クレゾール等による器具等の洗浄，消毒を行った。

61年度

年度

６１

表－６サクラマス飼育期間における成長状況（平均）

飼育開始時（４月） 1０月 放流時(２月）

尾叉長(”）体重(9)尾叉長(”）体重（３）尾叉長(”）体重（８）

4.4１．３ 9.8１２．９１２．７２１．７

表－７サクラマス池中飼育期間の魚病発生状況

魚病名

寄生虫によるエラ病

"

せつそう病

発生時期治療等対策

４月中旬

７月下旬

８月下旬

食塩水による薬浴

〃

サルファ剤経口投与

－２５－

スモルト化率

（筋）

７２．８



3．放流技術開発事業

宮崎統五.◎小谷口正樹.渡辺健
【目的】

ヒラメを対象に，健全種苗の量産技術を開発するとともに放流方法の検討を行い，さらに標識

放流魚の再捕結果から生態的特性及び漁業実態を把握する。

【方法】

各項目別に以下に記す。但し，種苗生産と中間育成の一部は，富山県栽培漁業センター（以下

「県センター」という。）が担当したので，別途報告される。

１．中間育成

水試屋内コンクリート水槽（４×２×１．５ｍ，水量８㎡）３面，屋外コンクリート水槽（半径

２．４ｍ，深さ１ｍ，水量１２㎡）１面に県センターで種苗生産された５２，９５０尾(平均全長４９～

６２”)の種苗を収容し，細断した冷凍イカナゴ及びヒラメ用配合飼料を投与して飼育し,標識

放流用の種苗とした。

２．成長に伴う体色異常の変化に関する試験

個体標識をしたヒラメを飼育密度を変えて砂を敷いた水槽に収容し，餌料として冷凍イカナ

ゴを与え，約１年間飼育した。試験開始時に正常魚のほかに異なる３形の色素分布状況を示す

体色異常を収容し，終了時には体表の色素分布状態を観察し開始時の状態と比較した。

３．種苗放流調査

（１）７月２９日に，県センターで生産された平均全長３２．３”の種苗８０，０００尾を，魚津市経

田地先の離岸堤内側海域に設置した囲い網に収容し，８月１日までの３日間馴致飼育を行っ

た後囲い網を開放し，放流した。放流翌日から放流海域の波打ち際を投網によって再捕を試

ゑた。

（２）中間育成で生産された平均全長１３６麺の種苗１０，６００尾にカフメ付きアンカータグ標識

を付し，９月１７日及び１８日に魚津市経田地先に放流した。また，無標識魚22,262尾(平

均全長１３４”）を同地先に９月１７日，１８日及び２５日の３回に分けて放流した。

４．漁業実態調査

ヒラメの漁痩実態を把握するために水試及び県センター職員が毎月１回以上管内８市場（黒

部，経田，魚津，滑川，岩瀬，四方，新湊，氷見）で，漁獲尾数及び体色異常魚の尾数を調べ

るとともに体色異常魚の全長測定を行った。

また，経田市場では市場職員が毎日，銘柄別漁痩尾数及び体色異常魚の尾数を調査した。

５．標識放流魚の再捕結果について

昭和６０年３月までに再捕された標識放流魚について，放流地区別の再捕率及び小型群（全

長９３～１３６”）と大型群（全長１８８～２３９ｍ！）の再捕状況を比較検討するとともに，田中
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（１９６７）の方法によって資源特性値を求め，放流サイズ別の補正再捕率，生残率及び漁痩係

数を比較検討した。

【結果の概要】

１．中間育成

県センターで生産された５２，９５０尾（平均全長４９～６２”）の種苗を４８～５０日間中間育

成した結果，３３，２９４尾（平均全長１２４～１４１”）が生残ったので，標識放流した。この間

の生残率は５０．７～７９．７妬，平均６２．９冊であった。

２．成長に伴う体色異常の変化に関する試験

体色異常魚を約１年間，敷砂水槽で飼育しても，体色に変化は認められなかった。

３．種苗放流調査

（１）小型種苗の放流初期減耗状況調査

囲い網で３日間馴致飼育した後，平均全長３６．４”の種苗を約１３，３００尾放流し，波打ち

際を投網を打って，採捕を試ゑたが，放流ヒラメは翌日に１尾採捕されたの承であった。

種苗放流における採捕方法について今後検討する必要がある。

（２）標識放流

６２年３月３１日現在．経田地先に放流した１３６”サイズ標識魚は８６尾再捕され，再捕

率は0.896であった。

４．漁業実態調査

（１）８市場における２８０回の調査によって１３，９２７尾のヒラメを観察した結果，233尾（1.7

筋）の体色異常魚が発見された。経田市場における体色異常魚の出現率は3.2冊と過去の調

査結果の２倍となり，放流種苗の占める割合が高くなっていることが示唆された。

（２）水揚げヒラメで全長４０cm以上の体色異常魚の出現率は３９Cwz以下における出現率１／１０

以下であった。このことは放流魚は４０ｃｍよりも大きくなる以前に漁獲される割合が高いこ

とを示すものと考えられた。

５．標識放流魚の再捕結果について

（１）放流サイズ別による再捕率は小型群では0.2～8.6冊で平均1.7冊，大型群では１１．６～

４４．６筋で平均２９．３緒と放流サイズによって約２０倍の差がろLられた。

放流地区別の再捕率は，経田及び滑川が他の地区の５倍以上であった。放流後２年以上経

過すると小型群，大型群ともに再捕報告がなく，放流サイズによる差を調べることができな

かった。

（２）放流時の全長(Ｘ）が大きいほど補正再捕率（Ｙ）が高くなる傾向があり，両者の間には，

Ｙ＝－４６．５７＋０．４５９４Ｘの関係式が成立することがわかった。

（３）放流時の全長（Ｘ）が大きいほど漁痩係数（Ｙ）が大きくなり，経田及び滑川地区放流群に

ついては，両者の間にＹ＝－７．７９８＋０．０２６６６Ｘの関係式が成立することがわかった。
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(4)天然ヒラメの年間生残率０．６６２に比べ，標識魚の生残率は０．００７～０．３６４と低かった。

【調査結果登載印刷物等］

昭和６１年度放流技術開発事業報告書（日本海ブロツクヒラメ蓬）
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4．浅海種苗増殖試験

萩原祥信.◎小谷口正樹

ｱ．サザエ種苗生産技術開発試験

【目的】

サザエの種苗量産技術を検討する。

[材料と方法】

１．親貝の養成

昭和５８年５月に氷見市宇波で５９年６月に氷見市薮田で漁獲された天然サザエ１９７個体を

コンクリート水槽（１×２×１ｍ）２面に，各９５個体と１０２個体に分けて収容し,冷凍ワカメ

を飼育水温に応じて週に１～３回，１槽当り約３k9投与して養成した。養成中の飼育水温の調

整は行わず，ろ過海水を１日当り約１２回の換水率で流した。

２．産卵誘発・採卵及びふ化

産卵誘発前日の夕方に親貝飼育槽を止水状態にし，冷凍ワカメを約２k9投入して弱い通気を

行った。翌朝（誘発日）の午前中に親貝（殻高６．８～１０．６“，平均7.9”，体重８０～２６５

８，平均１３５８）を養成水槽より取り揚げて紫外線照射海水約３００２をいれた水槽に収容し，

水温をパネルヒーターにより３０分で約1℃の割合で,飼育水より４～５℃昇温させた。１回目

の誘発時には，紫外線照射海水に収容する前に約２０分間の干出を行ったが,２及び３回目は干

出を行わなかった。紫外線照射海水は紫外線流水殺菌器（東芝ＧＷＯ－１５２４ＰＢ）を２台連結

し，１．１～2.3必／分で流し調整した。

放卵約５分後に，卵をサイホンを用い，また排水口から排出させネットに収容した。ふ化に

は15必スチロール水槽および30ルミンライト水槽を用いて水量１必当り７～１０万粒の割合で卵を

収容し，ふ化水槽の水温変動をさけるために，ＦＲＰ水槽（１×２×0.6ｍ）内に浮かべてふ化さ

せた。

３．採苗

ＦＲＰ水槽（１×２×0.6ｍ）１面当り２０～３０万尾のふ化幼生を収容し,屋根付水槽に寒冷

紗（遮光率約７０鯵）を張り光量を落として流水通気下で１１～１８日間珪藻を培養（Coccm…

spp・が主体）した採苗用波板､（３３×４０c’2,塩ビ製）１２０枚をＦＲＰ水槽内に配置し採苗した。

４．６１年度産稚貝の飼育

採苗後採苗槽で継続して稚貝飼育したが，飼育にはろ過海水をろ過材（綿製マット）で再度

ろ過した海水を用い水温は調節せずに流水とした。また，飼育槽は，適宜，サイフォンにより

残餌等を排出するとともに底を掃除した。
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個暢

【結果の概要】

６１年度種苗生産結果の概要を表－１に示した。

産卵誘発は８月２５日，２６日及び１０月１日の３回行ったが，毎回放卵及び放精が承られた。

誘発期間における親貝の飼育水温は２４．５～２６．１℃であった。

総採卵数は約６８４万粒，受精率は８１．７～９１．９筋であった。８月２６日及び１０月１日の採卵

誘発によって得られた計１４１．４万尾のふ化幼生を採苗した。８月２６日のふ化幼生は１８日間珪

藻を培養した波板を使用し採苗したが，ふ化幼生の活力が低下しており，採苗できなかった｡１０

月１日のふ化幼生は１１日間珪藻を培養した波板を使用し採苗したが，採苗後１１０日目に付着稚

貝約１１，５００個（殻径1.1～１．７”，平均1.3”）を得た。ふ化幼生からの生残率は１．５８冊で

６２年３月３１日現在，採苗槽で飼育を継続中である。

６０年度産稚貝は６１年６月２６日から２８日に波板から８，２８７個剥離した｡剥離稚貝の殻高は

１．１～3.9”，平均２．２ｍz，収容した幼生からの生残率は０．２３～１．１８冊で平均０．７２易であっ

た。６２年３月３１日現在．殻高１６～２３，１，平均１９麺の稚貝を約２，９００個飼育中である。剥

離時からの生残率は約３５冊で５９年産稚貝の９７９６に比べて低かった。飼育寵に収容した期間に

おける莞死率が高かったのは，今回の剥離時の殻高は2.2”で５９年産稚貝の３．８～4.4”と比べ

て小さかったことによるものと考えられる。

表－１昭和６１年度サザエ種苗生産結果の概要

瓦ZＥ

採苗後１１０日目稚貝数産卵･放精収容採苗時使

採苗月日使用親員数親員数'W険用幼生数Ｂ
Ｂ使用波板数
一

Ａ（使用水槽数）

360

(3)

360

(3)

稚貝数生残率殻径備考
ｃｃ／Ｂ

８月２７日

個個千粒千粒筋

９
＞1０２９５ １，３２０６８８５２．１
６ ６３０

９
＞９５９’’ １，０６０７２６６８．５
８ ６３０

枚
櫛く

５．６０年度産稚貝の飼育

波板から稚貝を手で剥離するとともに計数した。剥離した稚貝は目合1.5”のタキロン製の

飼育カゴ（６５×７５×２０cmE)に１カゴ当り９００～４，１００個収容し，配合飼料（日本農産工製）

を週に３回与えた。投餌前にはサイホンによって残餌の除去を行った。

１０月２日

付着が
ゑられ

ず廃棄

合計:>'”識

１．１～1.7
11,500１．５８

（ＡＶ1.3）

＊ ＊＊＊
＊

1,06。？2‘‘a，瀞＊皿,50｡』鎚皿~L7鎖廃棄分
＊

（ＡＶ1.3）含まず
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６１年５月１５日太田浦漁協採苗指導
ワカメ養殖技術指導

６１年１１月１０日同上沖出し指導

昭和６１年度には，表に示したような増養殖技術指導を行った。

昭和６１年度増養殖技術指導の概要

イ．増養殖技術指導

容年月日 内対象機関項 目

県下市町及び漁協

太田浦漁協

四方漁協

同上

太田浦漁協

境漁協

同上

６１年６月４日道下

６１年６月１７日同

６１年６月２７日同

６１年７月７日同

アワビ増殖技術指導
６１年８月７日同

６１年９月８日同

６１年10月７日同

６１年11月７日同

－３１－

日
日
日
日
日
日
日

記
３
４
５
ｍ
肥
如

月
月
月
月
月
月
月

７
８
８
８
８
８
１１

年
年
年
年
年
年
年

１
１
１
１
１
１
１

６
６
６
６
６
６
６

放流技術指導

中間育成技術指導

同上

同上

同上

同上

同上

クルマエビ増殖技術指導

漁協漁獲実態及び放流貝の成長調査

上同上

上同上

上同上

上同上

上放流貝の成長調査

上同上

上同上



5．温排水利用養魚技術試験

萩原祥信

【目１Kロ

富山新港火力発電所から排出される温排水の有効利用を図るため，タイ窺ヒラメ等の親魚養

成及びクルマエビ中間育成について，北陸電力（株）および富山共同火力(株）と共同研究を行

った。

【方法】

第１３回温排水利用委員会（昭和６１年６月１２日）で承認された研究計画に基づき，富山新港

火力発電所内の温排水利用水産研究センターにおいて飼育実験を実施した。

【試験結果の概要】

１．温排水飼育池水温

主な飼育池の飼育期間中の平均水温は，４月１７．７℃，５月21.3℃，６月23.9℃，８月２７．１

℃，９月27.2℃，１０月２４．０℃，１２月２３．１℃，２月１９．４℃であった。過去５ヶ年の平均水

温に比べて，８，１１月を除き他の月はすべて上回った。中でも４月，５月，２月，３月は２．６

℃～4.3℃も高かった。

２．育成試験結果

（１）クルマエビ中間育成

８月５日に県栽培漁業センターより種苗を１６０００尾（平均全長１５”，重量５”)受け入

れ，８月１９日までの１４日間中間育成した結果，生残尾数は10,600尾（３１噸２２”)電

歩留りは66.3％であった。これを堀岡地先に全数放流した。

（２）マダイ親魚育成試験

９年魚２９尾（平均全長５８”，重過4,1001）を４月から翌年３月まで飼育した結果,全長

５９”，重量4,2001で，生残率９４７％であった。６年魚については２０尾（平均全長５２cm，

重量２，８５０１）を４月から翌年３月まで飼育した結果，５３c凪３，０００１となり，生残率は，

９５．０％であった｡．２年魚６５尾（平均全長３７cm，重盆９５０１）を４月から翌年３月まで飼

育した結果，全長４０cm，重量１，２５０１に成長し，生残率は９６．９％であった。１年魚280尾

（平均全長２１ｃｍ，重量２２０１）を４月から翌年３月まで飼育した結果，全長３８．４“重量

１，０７２１まで成長し，生残率は９５．６％であった。０年魚５００尾（平均全長９．４”，重量

１９．０１）を９月から翌年３月まで飼育した結果，全長２０．９cmz，重量１８３１まで成長し，成

残率は７４．０％であった。

養成したマダイ親魚を用いて採卵を行い，４月１０日から６月４日までに受精,醗数9,598

万粒を得た。なお，受精卵は前年度に比べて１．２倍多く採取した。
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(3) ヒラメの通年育成試験

2年魚21尾(平均全長45.0cm，重量1，0309)を 4月から翌年3月まで飼育した結果，

50.3 cm， 1，8509まで成長したが，生残率38.1%で舞死が多かった。艶死の原因は夏季の

高水温によるものである。 0年魚 300尾(平均全長 2.5cm，重量0.89)を7月から翌年3

月まで飼育した結果， 33.0cm， 4809まで成長l.."生残率は79.0%であった。

(4) クロダイの通年育成試験

4年魚 13尾(平均全長41cm，重量1，3009)を4月から翌年3月まて旬育した結果，

43.0cm， 1，5669となり，生残率は92.3%であった。

(5) イシダイの通年育成試験

6年魚 30尾〈平均全長44侃，重量1，3609)と 4年魚 10尾(平均全長 38側， 重量

1，0009 )を4月から翌年3月まて旬育した結果 6年魚は，45cm， 1，5409となり，ま

た4年魚39.2cm，重量1，1109となったが，生残率は両者とも 100%であった。

(6) プリの通年育成試験

3年魚 11尾〈平均全長71伺，重量5，4009)を4月から翌年3月まて旬育した結果，

82cm， 7，5009まで成長し，生残率は72.7%であった。

(7) アワピの通年育成試験

5年貝50ケ(平均殻長9.0伺，重量809)を4から翌年3月まで飼育した結果，9.5cm， 

1139まで成長し，舞死は全くみられなかった。

【調査結果登載印刷物等】

第 14回温排水利用委員会会議資料 1987.6.17富山新港火力発電所
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四富山湾漁場環境調査

1. 漁業公害調査指導事業

。萩原祥信・若林 洋

【目的】

富山湾沿俸における定置漁場の水質環境の現況を把揮し，汚濁監視のための資料とするo

【方法】

(1) 調査定点

(2) 調査方法

宮崎~字波地先の定置漁場の27定点と河川前の4定点，計31定点〈図ー1)。

各定置網の採水責任者が表層水を採水し，県漁連が試水を収集し，水試に搬入

後，分析を行った。

侶)襲撃2天気風向，風力，波浪，ゥネリ，流向，採水時間，水温，漁獲物及び漁獲量。
(4) 分析項目 P H，塩分，濁度， COD 

(5) 調査回数 12回〈昭和61年4月-62年3月， 8月欠測・ 6月2回調査〉

【調査結果の要約】

調査定点における表層水の分析項目別の最大値及び最小値。丸それぞれPH9. 1 (伊古場)7.4 

〈神通川前他1点)，塩分 33.77鋭(深曳(沖))， 1. 15鋭(小矢部川前)，濁度 15.0~/.t

〈小矢部川前)， O.O~/.t (青塚三番他3点)， C 0 D 4. 6 ~/ .t (小矢部川前)， 0.0呼V.t

(前網樺〉であった。

【調査結果登載印刷物等】

昭和61年度漁業公害調劃旨導事業調査報告書昭和62年6月 富山県水産試験場
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2．公共用水域水質測定調査

◎萩原祥信・若林洋

[目的】

水質汚濁防止法第１６条第１項の規定に基づき昭和６１年度の富山湾海域（公共用水域)の水質

汚濁状況を把握するため，試料採水及び一般項目の分析を行う。

【方法】

（１）調査海域及び定点数

小矢部川河口海域７点（図－１）

神通川河口海域７点（図－１）

その他の地先海域１０点計２４点（図－１）

（２）測定回数

小矢部川河口海域毎月１回計１２回

神通川河口海域毎月１回計１２回

その他の地先海域４．５．７．８．１０．１１月計６回

（３）測定項目

気象（天気，風向，風力，波浪，ウネリ）

水質（水温，ＰＨ，ＤＯ，ＣＯＤ）

（４）調査方法

漁場環境調査船「はやつき」及び漁業指導調査船「立山丸Ｊにより，各調査定点の表層及び

２，層を採水し，測温．ＤＯ固定等を行い，試水を当場に持ち帰り，ＰＨ・ＤＯ・ＣＯＤの分

析を行った。

[調査結果のとりまとめ】

毎月，測定データを県公害対策課へ報告し，県公害対策課が結果をとりまとめた。

【調査結果登載印刷物等】

昭和６１年度公共水域の水質測定結果

昭和６２年度環境白書

昭和６２年６月富山県生活環境部公害対策課

昭和６２年７月富山県
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3．赤潮等対策調査

◎萩原祥信．若林洋
【目的】

富山湾における赤潮の発生による水質汚濁の状況，赤潮プランクトンを随時調査把握し，発生

情報として関係機関及び漁業者に通報する。

【調査方法】

調査による水質分析結果公共水域水質測定等の他調査で得られた赤潮情報から，赤潮海域の

範囲，期間，赤潮構成主要生物等を明らかにした。

(1)調査項目

水温，水色，ＰＨ，プランクトン同定，同計数他

(2)調査実施状況

赤潮調査昭和６１年５月から１０月にかけて計８回漁場環境調査船「はやつき」により

実施した。

他調査・公共水域水質測定昭和６１年４月から翌年３月までのうち６回

・漁場環境保全対策事業昭和６１年４月から翌年３月までのうち６回

・富山湾水質環境調査昭和６１年４月から翌年３月までのうち６回

。さけ・プランクトン調査昭和６１年４月から翌年３月までのうち７回

上記の調査で得られた情報・試水を利用した。

【調査結果の概要】

・本年度，当水試が確認した赤潮発生回数は４回で，延４２日であった｡赤潮発生時期は，６

～８月で例年と同様であった（表－１）。

・赤潮構成の主要生物は珪藻類（ｃ〃αet…γｏｓ８ｐｐ.，ｓ此‘z‘f…加α…2…認)で一部夜光虫

（jVbc“j叫“…乃錘“”）であった。

・赤潮水域は，氷見市宇波地先から朝日町地先の距離１０腕の沿岸域であった（図－１）。

・赤潮情報を４回関係機関及び漁業者に通報した。

[調査結果登載印刷物等】

昭和６１年度漁場環境保全対策事業調査報告書昭和６２年６月富山県水産試験場

－３８－
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4．滑川地先海域環境調査

◎萩原祥信・若林洋
【目的】

滑川市からの委託により，滑川市地先海域の環境を監視するため，当海域の水質及び底質を調

査する。

【方

（１）

法】

調査海域

高塚地先海域内の

大川河口より半径200ｍ沖合３点

〃 5007,沖合３点

〃 １０００W'１点（底質を除く）の７点（図－１）。

図－１水質測定定点図
(2)測定回数

水質昭和６１年６月５日，１２月１６日の２回

底質昭和６１年６月６日，９月２４日，１２月５日，昭和６２年３月２日の４回

(3)測定項目

気象（天気，風向，風力，波浪ウネリ）

水質（水温，水色，透明度，塩分ｂＰＨ，ＤＯ，ＣＯＤ，重金属類）

底質（粒度組成，強熱減量，ＫＭｎＯ２消費量（ＣＯＤ），硫化物）

－４０－



(4)調査方法…，へ

水質は，調査定点で表層及び２祝屑を採水し，測温等を行い，試水を当場に持ち帰り分析し

た．また，底質は，６定点で採泥し，滑川市が民間会社に委託した。

【調査結果のとりまとめ】

毎回，水質測定結果を滑川市市民生活課へ報告した。

"ら０
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Ⅸ魚病対策事業

1．魚病対策事業

◎若林信一．宮崎統五
1．魚類防疫対策事業

（１）防疫会議

防疫に関する知識の普及を図るため，下記の要領で防疫会議を開催した。

日時：昭和６２年２月２１日

場所：富山市内

出席者：養殖業者及び関係水産団体職員計３１人

主な議題：①県外から種卵，種苗を導入したときの防疫対策についての協議

②魚病講習会受講対象者の範囲拡大について

（２）魚病診断件数

昭和６１年４月１日から昭和６２年３月３１日まで富山水試で行った魚病診断は１０件であった。

その内訳を表－１に示した。

表－１昭和６１年度の魚病診断内訳

魚種病名発生時期症状原因対策効果

イワナ測真病６'年４月腹腔にカス貯留用水中の過剰カス注水口での曝気欝的な霊にな

“すせつそう病７月蝋熱田盟劉"｡…・抗菌剤の投与へ､死尾数減少肝臓退色ｓａｊｍ”fcfda池の掃除

ｻｸﾗﾏｽｶﾗﾑﾅﾘｽ病８月篇根捧化,鰐腐庇‘露…‘γ2.0~25%塩水へい死尾数減少＠oz”凡””浴

こう〆海水魚の白点病９月耀耀:数ｃｱ""…｡”蕊磯墓罵りf職窪め”γ雄ａｍｓ動した

’２月簿$粘液がやふ出朗の注水過多注水避滅へ､死尾数減少
サクラマス

ヤマメ

サヶ細菌性鴎病６２年２月繊棒化粘”……３麹水浴〃Ｓｐ・

〃 〃 ２ 月〃〃〃〃

〃 ２月 〃

細菌性鰐病
〃 ２月〃
コスチア症

ヤマ〆綱菌性腎睡病２月識寵駕

高濃度のアンモニ
ア

秘α”んcde元”z

Lc雌ﾙy･伽d；p・
ｓｐ・

Ren必act8冗必、

Ｊ“拠りF8jjn”哩加

－４２－

注水口の改善に
より池に水が均効果はほとんど麗
等に流れるようめられなかった
にした

２５０ｐｐｍホルマ－時的に効果あり
リン浴

焼却 他の池への伝播を
防いだ



(3)魚病発生防止対策

ア．昭和６１年８月２０～２３日にイワナ養殖場１０ケ所の水質調査を行った。

イ．魚病情報の収集を行いその結果について業者に知らせた。

(4)種苗の魚病検査

ヤマメにＢＫＤの発生がゑられたサケ・マスふ化場で生産されたサケ種苗のＢＫＤ検査を実

施したところ，原因菌は，検出されなかった。

(5)魚病講習会

魚病に関する知識の普及を図るため下記の要領で魚病講習会を開催した。

日時：(1)に同じ

場所：〃

出席者：〃

内容：６１年度のサケ科魚類魚病発生状況と対策について解説を行った。

２水産用医薬品指導

（１）医薬品適正使用対策

日時：(1)に同じ

場所：〃

出席者：〃

実施内容：医薬品使用基準の説明

（２）医薬品残留検査

食品として安全な養殖魚生産を確保するため，東砺波郡平村及び上平村の養殖業者の池から

出荷前のイワナ３尾を１検体として４５検体を採集し，可食部中のスルファモノメトキシンの

残留を検査した。その結果いずれの検体にも残留は認められなかった。

－４３－



2．魚病対策技術開発研究

◎若林信一．宮崎統五

冗降海性サクラマスの防疫技術開発研究

【目的】

病原体フリーの放流種苗を量産する技術を確立するために，神通川遡上サクラマスの増殖事業

が実施されている富山漁業協同組合さけ．ますふ化場（富山県大沢野町塩）における伝染性疾病

の実態及び伝染経路を調査し，その防疫に関する対策をたてる。

【方法及び概要】

（１）垂直感染を防止するための基礎菅料を得るために採卵に用いたサクラマス親魚６０尾につい

てウィルス性疾病，せつそう病及び細菌性腎職病の病原体の保有状況を調査した結果，１ｍＶ

が検出された。これは稚魚期にＩＨＮに感染した種苗が放流され，回帰したものと考えられた。

その他のせつそう病，ピブリオ病及び細菌性腎臓病の原因菌は検出されなかった。

(2)蓄養中のサクラマス親魚の姥死原因を探るために蓄養中に姥死した１０尾について，ウィル

ス，せつそう病ピブリオ病及び細菌性腎臓病の病原体の検査をした結果，体表には著しい水

カビの寄生が承られたが，これらの病原体は検出されなかった。

(3)稚魚の発死は５月，７月及び８月に増加した。５月及び７月の蕊死原因は特定できなかった

が，８月の発死原因は，Ｆ・CCZ払況”?-2,によるものであり，塩水浴によって治療効果があった。

(4)水平感染を防止するための基礎資料を得るために，サクラマスと同じふ化場で採卵に用いた

サケ親魚６０尾について，ウィルス性疾病，せつそう病ピブリオ病及び細菌性腎臓病の病原

体保有状況を調査した結果，これらの疾病の原因菌は検出されなかった。

富山漁業協同組合さけ．ますふ化場においては昭和６０年にもサクラマス種苗にＩＨＮの発

症が認められたことから，今後回帰する親魚についても調査を継続するとともに，防疫対策を

確立する必要がある。

【調査結果登載印刷物等】

昭和６１年度魚病対策技術開発研究成果報告書（第４分冊）（（社)日本水産資源保護協会編）

－４４－



Ｘ海洋深層資源の有効利用技術の開発に関する研究

「深層水の物理的環境の解明に関する研究」

原武史．◎奈倉昇
【目的】

富山湾内の深層水と湾外との交流及び湾内の物理的環境の季節変動を明らかにして，海洋の深

層水の有効利用に資する。

【方「法】

昭和61年１２月２３～２５日，昭和６２年２月１６～１７日に漁業指導調査船｢立uDtlJにより，

富山湾及び日本海域の調査定点（図１）１１点において，０，１０，３０，５０，７５，１００，１５０，

２００，３００，４００，５００，７００，１，０００ｍの各層から，ナンセン採水器により採水すると同時

にＣ・Ｔ。，（ニールプラウンマーク３Ｂ）によって，水温，塩分について測定した。なお，表

面の塩分についてはサリノメータにより測定した。また，採水したサンプルについては，水産試

験場に持ち帰り，リン酸塩硝酸塩ｂ亜硝酸塩，珪酸塩について分析した。

【結果の概要】

富山湾を東西に切るＴ－Ｎ線（図１）の水温，塩分，リン酸堀硝酸塩，亜硝酸塩及び畦酸塩

の鉛直分布についてゑると，１２月の水温

は表層から１００況深まで１４℃台，１５０況

深は１０℃台,２００汎深は5.5～６℃台を示

した。これは富山湾の秋の後半期における

水温分布形成の特性である上層の高水温と

の鉛直混合によって生ずる表層混合層が

100況深まで達していることを示している。

２月の水温は，表層から１５０而深までは

１０℃台を示して，１２月に比べて降温期に

入っており，表層混合層は150祁深まで達

していることが認められた。２００ｍ深の水

温は６～７℃で，１２月に比べてやや高め

であった。

３００ｍ以深の深層の鉛直分布について

は，１２月，２月ともほぼ同様な分布傾向が

認められ２５０～300況深で２℃台,３５０

～４００加深で１℃台底層の800～1,000

－４５－
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沈深で０．２℃台を示したｄ塩分は，１２月において湾東部のｓｔ，４からｓｔ，５にかけて,33.2から

３３．４の低塩分域があり，河川水の影翻が考えられた。河川水の影響がないと考えられる３４．０の

等量線の水深は，１２０～150祝深にゑられた°また，今回の観測において，塩分の最高値は34.3

台でこの等量線は１６０，線に承られた。３００ｍ以深の深層では，３００～４００加深から底層の・

1,000加深まで,34.08台の均一な塩分分布を示し，２月では，全観測定点の表層は３３．７

～３３．８台を示し，河川水の影響はほとんど承られなかった。３４．０台の等量線の水深は１２月と同

様１２５～150加深にふられた。２月は１２月と同様に循環期であるため，３３．０台の低塩分層は

１００～１２０加深まで達していた。また，300ｍ以深の深層では，１２月と同様３００～４００醜以深

から底層の1,000況深まで３４．０７～３４．０８と均一的な塩分分布を示した。リン酸塩については，

対馬暖流水塊の特徴とみられる０．１”-at／必の等量線の深度は，１２月では湾中央の８t、６付近

において１００汎深まで達していることから，対馬暖流が富山湾へ流入し接岸していることがうか

がわれた。しかし，２月では，循環期の鉛直混合によって，表層から１５０加深まで0.1～０．４"

－at／必台を示し，この層におけるリン酸塩の濃度は１２月より増加していた。300祁以深の深層

の濃度については，１２月，２月とも，ほぼ同様の傾向が柔られ，２５０～300ｍで0.1J081-at／

必，３００～４００ｍで１．５”-at／必，４００ｍ以深から底層の１，０００ｍまでは1.6～２．０”-ａｔ

／必であった。硝酸塩は，１２月において２００加深で２蝦-at／必，３００ｍ以深の深層では,300

祝深で７～８”-at／必台，４００汎深から底層の1,000汎深では１０～１４"-at／必台を示した。

２月には，２００加深で１”-at／必台，３００呪深で６蝦-at／必，４００Wz以深から１，０００ｍ深

では８～９浬'一at／必台と１２月に比べて，全層において１～４”-at／必の低い値を示した。

亜硝酸塩は，１２月に極大値0.5"-at／必の等量線が３０～８０祁深にあり，極小値0.1座'一ａｔ

／必の等量線は１００～１５０況深に認められた。また，極大値は湾中央部では浅い場所に,湾西部

では深い場所にある傾向が承られた。珪酸塩は，１２月，２月とも，表層から１００祁深までは４

～９”-at／必，２００祝深で１０”-at／必，３００ｍ以深から底層の1,000抗深までは，１２月の

一部観測定点を除いて，２０～７０”-at／必の範囲にあって，極大値は900～1,000ｍ付近の７０

邸'-at／必であった。

【共同調査研究機関】

日本海区水産研究所

【調査結果登載印刷物等】

科学技術庁他：「海洋深閣賓源の有効利用技術に関する研究」（日本海側海域）昭和62年６

月
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E 魚類雌性発生技術確立試験

宮崎統五

【目的】

サケ科魚類を対象に，雌性発生により放流用種首を増産する技術を確立するとともに，不捻3

倍体を作出し養殖用種苗の改良を図る。

【方法】

(1) 雌性発生ュジマスにメチルテストステロンを投与した後の性比と精巣の成熟状況について調

査した。また，成熟した雄から切開法により精液を採取し，精子の受精能力を試験した。

(2) 雌性発生サクラマスのスモルト化率を調べた低海水移行48時間後の血媛中のNa+濃度観u
定して海水適応能力を判定した。

(3) 雌性発生サクラマスを用いてユセオス生産のためのメチルテストステロν投与開始時期を明

らかにするため，ふ化1日後から浮上までの間，開始日をずらして 1P卯Eに1時間浸潰処置を

1週間間隔で行い， 6ヶ月後に卵巣の形成状態を肉眼で判定した。

(4) サクラマスの雌性発生技術を標準化するため，精子密度を変えて， 3.600erg/mIの紫外線

を照射した後媒精し，発眼率，ふ化率を傑すした。

【結果の概要】

(1) ふ化後2ヶ年を経過した雌位発生ユジマス 9尾のうち，性転換したものは5尾であった。こ

れらの魚では精巣は形成されたものの，片側のみであったり，形態異常などの奇形が認められ

た。しかし，得られた精子は受精能力を有しており，発眼率及びふ化率は対照区と変らなかっ

たo (表-1 ) 

表-1 雌から雄へ性転換した=ジマス〈ニセオス〉を用いたふ化試験成績

試験No. 区分 供試夢敵 発眼数(発眼率%) ふ化数(ふ化率%)

1 

2 

ユセオス区
対照区

ユセオス区
対照区

632 
855 

1，318 
1，102 

517 (81.8) 
662 (77.5) 

1，259 (95.5) 
1，077 (97.7) 

513 (81.2) 
601 (70.3) 

1，241 (94.2) 
1，063 (96.5) 

(2) ふ化後1年半経過した雌性発生サクラマスのスモルト化率は94.1%であった。 スモルトの

血媛中Na+:波度は4尾の平均で雌性発生魚4，187呼v.tで，対照魚の4，086mg/.tと差はなく，
パーの6.545 mg/ .tより低いことから. 十分な海水適応能力を有していると考えられたt表-

2，図-1 )。
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表-2 雌性発生魚の性比及びスモルト化率

雌性発生区 対照区

検査尾数

雌個体数(%)

スモルト数(%)

17 

17(100.0) 

16( 94.1) 

33 

21 (63.6) 

28(84.8)※ 

軍軍雌:21/21 (100.0 %) 雄:7/12 (58.3 %) 

(pp吋
(3) ふ化後8日以内 8000 

にメチルテストス

テロ γ投与を開始

したサクラマス仔

魚ではふ化後6ケ 7000 

月の時点で卵巣の

形成はまったく認

められなかった

(図ー 2) 0 600 

(4) 精子に対して線

量3.600erg/d

の紫外線照射した

場合，精子密度が 5000 

1.54 --2.60 X 

105細包/乱tでは

発眼率は61.4--

76.9 % (対照区 4000' 

90.6 -92.6 % ) 

であったがふ化す

るものではなかっ

たo
300 

しかし，精子密

度がこれより高く

なると染色体の不

活化が耳鳴全とな

1 1 1鞠値

、，，hH
 
，z・、

図-1 海水移行後の経過時間と血媛中のNaイオン混度の変化

るためにふ化率は上昇し，低くなると不活化は完全であるが，ふ化率が‘低下することがわかっ

た〈図ー 3)。
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【研究結果登載印刷物等】

昭和６１年度地域バイオテクノロジー研究開発促進事業報告霞（昭和６２年３月）

昭和６１年度農業及び水産業におけるバイオテクノロジープロジェクト研究成績概要（昭和６２

年３月）ｐ､３０～３３
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合
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図－２ふ化後のメチルテストステロン投与開始までの

日数と卵巣形成率
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Ⅲ魚類飼育施設整備事業

高松賢二郎

【目的】

富山県内及び他県からの養殖種苗等の移出入に伴う病原体の伝播を防止するためゥ種苗等の病

･原体検査を実施しさらに効果的な防疫対策を確立するため，魚病病原体の感染実験等を行う隔

離飼育施設を整備する。また，併せて魚病対策推進上必要な関連機械器具についても整備する。

建設工事費39,540千円（国庫

【結果】

上述の施設整備に対して昭和６２年３月に当該施設が完成した。建設工事費３９，５

補助１／２）が認められて，概要は以下のとおりである。

委託料１．設計ハマベ建築設計事務所６００千円

昭和６１年５月２６日～昭和６１年７月１０日

２．工事（総工事費３９，５４０千円）

（１）建築主体工事八倉巻建設工事費３０，９００千円

昭和６１年９月１１日～昭和６２年２月２１日

（２）電気設備工事㈲ツツミ電設工業所工事費２，２００千円

昭和６１年９月１１日～昭和６２年２月２１日

（３）給排水その他設備工事㈲松下配管工業工事費４，７００千円

昭和６１年９月１１日～昭和６２年２月２１日

（４）焼却炉上屋設置工事八倉巻建設工事費７７０千円

昭和６２年１月３０日～昭和６２年３月１０日

（５）超音波洗浄流し台設置工事㈱黒川製作所工事費９７０千円

昭和６２年１月２１日～昭和62年３月１０日

３．施設の概要

（１）設置場所滑川市高塚２３７３水産試験場内

（２）施設

魚病隔離飼育棟（鉄骨平屋建）203.722㎡

検査室56.273㎡

第一隔離飼育実験室114.491㎡

第二隔離飼育実験室３２．９５８㎡

予備室５．８９６㎡

渡り廊下24.275㎡

(3)機械器具

延べ建築面積 233.893㎡

焼却炉，クリーンベンチ，生物顕微鏡，高速冷却遠心機，高速液体クロマト

グラフイ等２２品目

購入費２２，９６５千円（国庫補助１／２）
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Ⅲ：黒部湖における一般環境調査

◎高松賢二郎．林清志．若林洋
【目的】

黒部湖における一般環境の現況及びヒメマス等の種苗放流による魚族の生息状況を把握するた

め〆理化学調逢生物環境調査及び魚族蜜源生態調査を実施する（関西電力株式会社の依頼によ

る調査）。

【方法】

調査期間

理化学環境調査

生物環境調査

魚族管源生態調査

昭和６１年８月１９日～８月２１日

７調査地点透明度，水温．ＰＨ，ＤＯ，濁鹿ＣＯＤ

３調査地点プランクトン

刺網（３枚網，表層）による漁獲試験

漁獲物測定（魚種，尾叉長体重，雌雄生殖脇胃内容物）

【結果の概要】

（１）水温は，４．４～１９．０℃の範囲にあり，表層から２０，層に水温躍層が形成されていた。

(2)透明度は，５７m程度でう良好な状況であった。

(3)濁度は，０．８加'／必～16.2噸／ｚ－ｑこれまでの調査で認められているように，深度が増す

にしたがい濁度が高くなる地点が今回もあった。

(4)ＤＯは，８．７m@冊／必～10.1噸／必で，飽和度は，表層から２０，層は，１１０～120％の過飽和

状態で，２０ｍ以深は９０％台の不飽和状態であった。

(5)ＣＯＤは，0.5”／必前後で湖沼における環境基準値ＡＡ型を満足する清澄な水質であった。

(6)動物プランクトンは，ααd…γαとcopepodaが承られ，cjadoceγαが多く採集された。

(7)刺網による漁獲試験を２回実施したところ，イワナ１３６尾，ヒメマス１４尾が採捕された。

(8)イワナの尾叉長組成は，１４～３２cwzで２０“と２６”を中心とする二つの群に分かれ，前者は

雄，後者は雌の割合が多く蕊られた。

(9)イワナの体重組成は，３２～３２０１で，７０１，１９０１，２６０～２９０１の三つの群に分かれ，

７０１群は雄が多く，他は雌がほとんどであった。

⑩ヒメマスの尾叉長は，１９．０～31.5“体重は９０～４００１であった。

⑪イワナ，ヒメマスはいづれもさく麹目（カワケラ）を捕食していた。

【調査結果登載印刷物等】

昭和６１年度富山県水産試験場業綴集
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1．職員の現員数
S､６２．３．３１現在

－５２－

2．職員の配置 S､６２．３．３１現在

【昭和61年度職員･予算等の概要】

課名 職名 氏名 備考

庶務課

場長

次長

主任

業務技師
〃

原武史

藤川憲一

立川京子

川岸信儀

北条雄也

漁業資源課

課 長

主任研究員
〃

研究員

″
″

立山丸船長

機関長〃

〃主任研究員

″
″
″

″
″
″

〃研究員

〃業務技師

〃技術員

″
″
″
″
″

″
″
″
″
″

昇
弘
郎
郎
志
勇
雄
夫
作
松
行
世
正
信
夫
雄
幸
成
彦
弘

常

捷三

喜

三
情
繁
時
鶴
栄
信
孝
寅
一
外
富
修
一
情

倉
坂
井
谷
山
岡
田
谷
川
島
中
浦
夕
橋
谷
浦
箇
井
倉

奈
松
土
辻
林
内
浜
池
金
相
中
田
西
新
大
油
西
三
津
島

区分 庶務課 漁業資源課 立山丸 水産増殖課 しまやつき

場 長

次長

課長

船長・機関長

主 任

主任研究員・研究員

技・単労

１
１

１

２

１

５

２
５
７

１

６

２

１

計 ５ ６ １４ ７ ３

合 計 ３５



課 名 職 名 氏 名 備 考

課 長 高松賢二郎

主任研究員 萩原祥信

// 宮崎統五

研 究 員 小谷口正樹
。 若林 洋

水産増殖課
// 若林信一

// 渡辺 健

はやっき船 長 関 東雄

// 機関長 新川文夫

// 業務技師 谷井富造

3. 昭和 61年度予算

事 業 名 予 算 額 備 考

水 産 試 験 場 費 15，909千円 千円

漁業指導調査船立山丸経常費 22，916 

漁 況 海 況 予 報 事 業 費 2，276 補 1，138 

沿 岸 漁 況 観 測 事 業 費 3，681 

沖 i日~ 漁 場 開 発 調 査 費 9，372 

富山湾固有種生態調査費 39，225 

200カイリ水域内漁業資源調査委託事業費 1，625 委 1，625 

魚卵稚仔量調査委託事業費 1，841 委 1，841 

富山湾奥海成深海生物調査費 3，000 補 1，500 

漁場環境調査飴はやっき経常経費 5，753 

さけ . ま す増殖調査費 7，400 補 3，700 

種 苗 浅 海 増 殖 試 験 費 4，340 

放 流 技 術 開 発 調 査 費 9，300 補 4，650 

温 ~~ 水 養 魚 試 験 費 302 

富山湾漁場環境調査費 1，112 

魚 病 対 策 費 2，537 補 500 

降海性マス類増殖調査研究費 8，602 補 4，301 

魚類飼育施設整備事業費 60，991 補 30，495 

淡水魚類種苗生産技術開発研究委託費 700 

計 200，882 49，750 

財 産 管 理 費 1，748 

計 画 費 8，514 

自 然 保 護 費 665 

公 害 防 止 費 1.578 

農 業 改 良 普 及 費 3，792 

水 産 業 振 興 費 4，355 

計 20.652 

J日L 計 221，534 
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